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9 月 17 日（土）に行われた日本経済新聞社主催「高校生 SDGs コンテスト」決勝大会に、学校法人角川ドワンゴ学園 N 高等学
校・S高等学校（以下、N/S高）チームが出場しました。  
「高校生SDGsコンテスト」は、全国の高校生が「持続可能な開発目標（SDGs） 」をテーマにした学習や研究の成果発表を通して、学
びを深めることを目的に開催されたコンテストです。「SDGs で考える『変えたい』こと」をテーマに、全国 48 校から応募があり、決勝大会で
は、書類選考を通過した N/S高を含む 10校が、オンラインでプレゼンテーションに挑みました。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
3 人は、それぞれが病気や障がいを抱えながら生活する中で感じた社会への“違和感”をヒントに、情報発信などの活動を行っていて、中山
田さんは自ら任意団体「X-gene」を立ち上げ、立場や世代を超えて社会課題を話し合える場づくりを目指しているほか、阿部さんは任意
団体「デフシル」のメンバーとして、聴こえ方に関わらず共に笑いあえる社会にむけ活動をしています。  
 

https://project.nikkeibp.co.jp/event/sdgs2022/09/sdgs_contest/
https://sites.google.com/view/x-gene/home
https://deafshiru.org/
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◆学校法人角川ドワンゴ学園 N高等学校、S高等学校について◆  
＜N高等学校 本校：沖縄県うるま市、校長：奥平博一／S高等学校 本校：茨城県つくば市、校長：吉村総一郎＞ 
N高等学校、S高等学校はインターネットと通信制高校の制度を活用した “ネットの高校”で、現在の生徒数は両校合わせて 22,267名(2022年 6月時点)。
「IT×グローバル社会を生き抜く“総合力”を身につける多様なスキルと多様な体験」を掲げ、今のネット社会に合った新しい教育を実践しています。授業やレポート提
出をネットで行うことで自分のペースで学べる高校卒業資格のための必修授業の他に、大学受験やプログラミング、小説、ゲーム、ファッション、料理、美容など多彩なネ
ットでの課外授業や、全国各地で行う職業体験により、社会で役立つスキルや経験も高校時代に身につけられるカリキュラムが特徴です。ネットコース、通学コース、オ
ンライン通学コース、通学プログラミングコースの 4 つのコースから選択できます。また、日々の学習は映像学習だけでなく、バーチャル技術を活用した体験型の学びを行
うこともできます。関連スクールには教育機会確保法に基づく N中等部、小中高生向け実践的プログラミングスクールの N Code Laboなどがあります。 
＜公式サイト＞https://nnn.ed.jp/ ＜公式 Twitter＞https://twitter.com/nhigh_info 

 
プレゼンテーションでは、「興味や関心がある人たちだけではなく、誰もが教育を受ける小中学校の義務教育の中で、実際に多様な人た

ち同士がつながり、学びを深める機会をつくることが重要ではないか」と提案しました。  
 
 
＜中山田倖一さん コメント＞ 
決勝大会ではプレゼンテーションの発表を担当し、とても緊張しました。特に審査員からは、実際に自分たちがアクションを行なっていく上

で不可欠な部分に関して質問があり、勉強になりました。SDGs を“バズワード”で終わらせず、具体的にどういったアクションがとれるのか、広
い視野をもち、小さくてもどれだけ確実な行動を取れるのかが問われているのだと感じています。  

 
 
＜前川陽香さん コメント＞ 
学園の Slack で SDGs に興味ありそうな人何人かに声をかけ、その中で明確な思いを伝えてくれた中山田さんと阿部さんに相談したこと

をきっかけに、今回 3 人で応募しました。 私は当事者が自分自身のことを理解して、できるだけ自分の心地いいと感じる環境に身を置いて
楽しく過ごすことも大事だと考えています。提案したアイデアに、中山田さんと阿部さんが疑問を投げかけてくれたり、伝え方を考えてくれたり、
理由づけや補足をしてくれたりして、2人のおかげで決勝に進むことができました。ありがとうございました。  

 
 
＜阿部結愛さん コメント＞ 
高校に入ってから聴覚障がいの理解促進活動を始めました。最初は SDGs に対する意識は薄かったのですが、活動を通して自分がして

いることも SDGs につながるのではないかと思うようになりました。 3 人で話し合いながらプレゼンテーションの資料を作成するのは大変な作
業で、夜中の 3時までパソコンと向き合うこともありました。決勝進出の知らせを聞いた時はとても嬉しくて夜中まで頑張った甲斐があったなと
感じました。 どんな小さな行動も、SDGs の課題解決につながっていきます。ぜひ皆さんも実際に行動してほしいなと思います。  

 
  
■高校生 SDGs コンテスト  
https://project.nikkeibp.co.jp/event/sdgs2022/09/sdgs_contest/ 
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